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[1] R 上の連続可積分関数 f(x) で，常に f(x) > 0 で lim sup
x→∞

f(x) = ∞ となるもの

の例を挙げよ．

[2] f(x)をR上の Lebesgue可測可積分関数とし，常に f(x) ≥ 0とする．lim
n→∞

∫ ∞

−∞
f(x)n dx

が存在して有限値となるための必要十分条件を求めよ．さらにそのときの，この極限
値を求めよ．

[3] (X,B, µ)を測度空間，f(x)をその上の実数値可測可積分関数とする．任意のε > 0

に対して，Eε = E(|f | > ε)とおく．この時， lim
ε→0+

εµ(Eε) = 0であることを示せ．

[4] lim
n→∞

∫ n

0

(
1 +

x

n

)n

e−2x dx を求めよ．

[5] (1)

∫ ∞

0

(
e−(2m−1)x − e−2mx

)
dx を求めよ．(m = 1, 2, . . . である．)

(2)
∞∑
n=1

(−1)n−1

n
を求めよ．


